
目黒通りの道づくりの歴史を感じさせる石垣を可能な限り活かした計画とする。

配慮･工夫の一例

・周辺に石垣がある場合は、石垣との
調和を意識した色調、デザインとな
るよう配慮する。

歩道に面するオープンスペースは、周辺との調和を意識したリズム感のある外構の工夫を行う。

配慮･工夫の一例

・雁行※により１階部分に三角の空地が
出現することから、にぎわいの演出
や緑化を行うなど工夫する。

都立大学駅に近接する地区としての立地に配慮した、にぎわいと活気のある景観づくりとする。建築物に
対する基
準

対象 景観形成基準

配慮･工夫の一例

・できる限り１階部分に商業施設を誘致し、にぎわいの連続性を生み出す。
・コーポレーションカラーを使用する場合は、トーンや明度、塗装面の大きさ等を抑えたものとする。
・駅前交差点に面した建物は、デザイン及び外壁の素材や色の工夫などにより、印象的な街角の演出に努める。

配慮･工夫の一例

・駅前交差点の角地には、可能な限りオープンスペースを設けるなど空間の広がりの演出に努める。
・駅前交差点に面した敷地は、緑化を積極的に行うとともに、植栽や照明の工夫な
どにより歩行者の視線を意識したデザインとする。

駅前交差点としてのにぎわいや活気を意識した街角の演出を行う。

・建築物の側面が連続して通りに現れ
るため、建物の側面も景観に配慮を
行う。

配慮･工夫の一例

地域の街割りを今に伝える街並み景観に配慮する。

形態、色
彩、その
他の意匠

建築物周
囲 の 空
地・外構

 

400 500 600m3002001000100m50

山
手
通
り

目
黒
川

中目黒周辺
川の資料館から下流

中の橋～宿山橋

宿山橋～川の資料館

大橋～中の橋

目黒
通り

目黒
通り

大橋
中の橋

宿山橋

川の資料館

主要交差点周り

東ブロック
品川区界から目黒四中交差点
東ブロック
品川区界から目黒四中交差点

中央ブロック
目黒四中交差点から環状7号線
中央ブロック
目黒四中交差点から環状7号線

西ブロック
環状7号線から世田谷区界
西ブロック
環状7号線から世田谷区界

石垣と調和させたデザイン

雁行した敷地を活用した緑化スペースとテラス

目黒通り沿道

山手通り沿道

目黒川沿線

■図Ⅳ-��　景観軸特定区域区間

凡例

■表Ⅳ-��　西ブロック（環状７号線～世田谷区界）

　●対象区間の方針      駅前のにぎわいと街の歴史が調和した環境を創り出します。

4. 特定区域における景観形成基準と届出対象
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